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失敗事例のタイトル  
	 	 溶接時、バックシールを行わなかったために、耐食性の低下を招いた。 

一次原因（材料要素）  
	 	 孔食 

機種	  
給湯システム 

部品  
給湯配管 

材料	 ｵｰｽﾃﾅｲﾄ系ステン

レス鋼（SUS304）	 	  
概略の寸法  
	  

損傷発生時の状況  
給湯配管系統に SUS304管を使用したところ、竣工後約１年で漏水事故が発生した。漏水は複数の個所で発生し、

すべて溶接部近傍で発生していた。 
調査内容とその結果  
	 漏水した配管を、半割にして内面を観察した結果、溶接部には酸化スケールの付着及び溶接材の溶け込み不足によ

る隙間の形成が認められた。また、溶接部近傍の母材の鋭敏化の程度を、しゅう酸エッチ試験で調べた結果、腐食が

集中していた継手側の溶接部近傍（溶接熱影響部）では溝状組織示していた（鋭敏化の程度が激しい）。 
腐食原因を明確にするため、溶接によるスケールや隙間の腐食への影響を調べる為、４条件の溶接条件でサンプル

配管を作成し、腐食再現試験を行った。 
①溶接条件 1：裏ビード無し、溶接部材間隙間有り、バックシール無し、酸化スケール有り 
②溶接条件２：裏ビード有り、溶接部材間隙間無し、バックシール無し、酸化スケール有り 
③溶接条件３：裏ビード有り、溶接部材間隙間無し、バックシール無し、酸化スケール無し（機械研磨処理） 
④溶接条件４：裏ビード有り、溶接部材間隙間無し、バックシール有り、酸化スケール無し 
再現試験方法は、つくば市水をタンク内で 50℃に加熱し、その水を循環した。給湯の利用を想定し、毎日午前 9

時から午後 6時までの 9時間、湯を循環し、１年間継続した。実験終了後、配管の溶接部を切り出し、観察した。そ
の結果、①と②の溶接部近傍の酸化スケール付着部分に微細な腐食孔が多数観察された。③についても腐食孔が認め

られた。④は全く腐食しなかった。③について腐食孔は認められた理由は、機械研磨では酸化スケールが完全に除去

できなかったためと推測された（備考①）。なお、溶け込み不足により形成された隙間部には、腐食孔は観察されな

かった。 
	 酸化スケールの存在は孔食電位を低下させ、隙間の存在は隙間腐食発生の要因となる事は、すでに良く知られてい

ることである。 
損傷発生のシナリオ  
	 ステンレス鋼配管の溶接時に、バックシールを行わなかったために、厚い酸化スケールが形成された。スケールは

脆く、給湯管の使用時の際の伸びに追従できずに、割れを生じた。母材と酸化スケールとに隙間が形成され、腐食が

発生した。なお、溶接による鋭敏化が腐食の発生を助長した。 
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	 ステンレス鋼管の溶接の際は、酸化スケールが形成されないようにバックシールを行い溶接を行う。酸化スケール

が付着した場合は、機械研磨による除去を行った後に、硝酸による酸洗浄を行い、酸化スケールを完全に除去すると

ともに不動態化処理を行う。 
教訓  
	 ステンレス鋼の耐食性は、溶接時の酸化スケールの影響を強く受け、酸化スケールが形成されると、耐食性は低下

する。 
備考  
①：試験片③で腐食孔が生じたのは、機械研磨で酸化スケールが完全に除去されなかったためと元文献では記述され

ているが、機械研磨の程度が強加工のため、研磨面の耐食性が低下した事も一因と考えられる（データ抄録者の見解） 
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